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■
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
に
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
に
在
学
中
の
方
を
対
象
に
、

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
の
貸
付
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

例
年
４
～
５
月
に
各
養
成
施
設
を
窓
口
と
し
て
、
貸
付
希
望
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
と
は
？

　

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
在
学
中
の
学
費
を
貸
付
け
し
、
卒
業
後
、

介
護
福
祉
士
と
し
て
群
馬
県
内
で
介
護
等
の
業
務
に
一
定
期
間
従

事
す
る
と
、
貸
付
金
の
返
還
が
免
除
に
な
る
制
度
で
す
。（
養
成
施

設
卒
業
の
日
か
ら
1
年
以
内
に
介
護
福
祉
士
の
登
録
を
行
い
、
群
馬

県
内
で
介
護
等
の
業
務
に
就
き
、
5
年
以
上
引
き
続
き
従
事
し
た
場

合
。）
※ 

退
学
し
た
場
合
や
、
卒
業
後
介
護
等
の
業
務
に
従
事
し
な

か
っ
た
場
合
や
従
事
期
間
が
5
年
に
満
た
な
い
場
合
な
ど
は
、
返
還

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
貸
付
対
象
者
は
日
本
人
に

限
り
ま
せ
ん
！

　

平
成
29
年
9
月
に
在
留
資
格｢

介
護｣

が

創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
毎
年
介
護
福
祉

士
養
成
施
設
に
入
学
す
る
留
学
生
は
増
加
し

て
お
り
、
県
内
で
も
多
く
の
留
学
生
が
日
本

人
の
学
生
と
共
に
介
護
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。
本
会
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付

事
業
で
は
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
連
帯
保
証

人
を
法
人
と
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
多
く
の
留
学
生
が
法
人
保
証
に

よ
り
貸
付
事
業
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
既
に

1
年
の
貸
付
期
間
を
経
て
、
現
場
で
お
仕
事

を
始
め
て
お
ら
れ
る
外
国
籍
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

■
留
学
生
の
法
人
保
証
を

す
る
た
め
に

　

県
内
で
も
多
く
の
法
人
が
、
留
学
生
の
た

め
に
法
人
保
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元

年
度
は
新
た
に
9
法
人
が
加
わ
り
、
計
16
法

人
が
法
人
保
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
個
人
の
連
帯
保
証
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
、
定
款
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
定
款
変
更
す
る
場
合
は
、

所
管
の
行
政
機
関
と
ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

介護福祉士を目指すあなたを
応援します

特集

貸付額　最大 168万円 (２年修学養成施設の場合)
● 修学資金月額　　50,000円
● 入学準備金　　 200,000円
● 就職準備金　　 200,000円
● 国家試験対策費   40,000円

(１年度あたり。卒業年度及びその前年度に貸与。)

生活費加算制度あり。無利子。

貸付対象　以下のすべての条件にあてはまる方
● 介護福祉士養成施設に在学している方
※ 県外の養成施設の場合は、群馬県在住または入学の前年度に

群馬県に在住していた方に限ります。

● 卒業後、群馬県内で介護等の業務に従事する意思のある方。
● 養成施設の修学に関し、日本学生支援機構や生活福祉資金

等の他の国庫補助による貸付制度を利用していない方。
● 家庭の経済状況等から修学資金の貸付けが必要と

認められる方。
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■
お
わ
り
に

　

本
県
の
65
歳
以
上
人
口
は
、
戦
前
戦
後
を

通
じ
一
貫
し
て
増
加
を
続
け
、
令
和
元
年
は

57
万
３
、４
５
５
人
（
総
人
口
比
29
．８
％)

と
な
り
ま
し
た
。
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
も
、

過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
75

歳
以
上
人
口
は
、
29
万
８
０
５
人
で
、
初
め

て
65
歳
以
上
人
口
の
半
数
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。
介
護
人
材
の
確
保
は
急
務
で
あ
り
、

介
護
職
は
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
仕
事

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
は
、

県
内
で
介
護
の
仕
事
が
し
た
い
！
と
い
う
意

思
を
も
っ
て
、
介
護
福
祉
士
資
格
の
取
得
を

目
指
す
方
を
応
援
す
る
事
業
で
す
。
貸
付
事

業
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
学
業
に

専
念
し
、
国
家
資
格
を
取
得
し
、
長
く
介
護

福
祉
士
と
し
て
お
仕
事
を
続
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
国
籍
を
問

わ
ず
、
多
く
の
方
が
介
護
職
を
目
指
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
事
業
の
充
実
や
制
度
の
利

用
に
関
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
令

和
２
年
度
か
ら
貸
付
け
を
利
用
し
た
い
方
は
、

是
非
入
学
予
定
も
し
く
は
在
籍
中
の
介
護
福

祉
士
養
成
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介護福祉士を目指すあなたを応援します

● よくあるご質問 ･･･

Q1  連帯保証人（個人）が必要とあるが、
どんな人が連帯保証人になれるのか。

A1  貸付事業を利用されるご本人とは生計を別にさ
れている方で、一定の所得がある方を１名お願いし
ております。未成年の方は法定代理人（親権者）の
方を１名お願いしております。保証能力に応じて、
連帯保証人を２名お願いする場合もあります。

Q2 ５年間働けなかった場合はどうなる？全額返還？

A2  返還のお手続きをしていただくことになりますが、
就業年数に応じて返還債務の一部免除が適応される
場合があります。貸付期間（２年制の養成校に通っ
た方であれば２年間）より就業期間が短い場合には
一部免除は適応されません。

Q3 5年間同じ職場で働き続けないといけない？

A3  就職(転職)活動による返還債務の猶予を認め
ています。複数箇所で勤めた場合も通算で5年間就
業していただけば、免除対象となります。返還債務
免除申請の際には、就業した各事業所・施設等に
従事期間証明書の記名押印を依頼していただき、提
出していただく必要がありますのでご注意ください。

Q4 産休育休や、 病気療養のための
休職期間がある場合はどうなる？

A4  やむを得ない理由での休職については、返還債務
の履行猶予を認めていますのでご相談ください。猶
予申請書と各種証明書の提出が必要となりますので
お手続きをお願いいたします。ただし、返還債務の免
除には、休職期間を除いて5年従事期間が必要です。

特 集

日本人の学生も留学生も和気藹々と楽しい学校生活を送っています。

介護福祉士養成施設での様子。
和食を作る授業です。

多くの外国人留学生が貸付事業を利
用し、介護福祉士を目指しています。
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<<<<<<< T O P I C S県 社 協 の 活 動 や 県 内 の 福 祉 に 関 す る
情 報 を お 知 ら せ し ま す

群
馬
県
ふ
く
し
総
合
相
談
支
援
事
業

「
な
ん
で
も
福
祉
相
談
」

　
～
県
内
に
広
が
る
相
談
窓
口
の
設
置
を
目
指
し
て
～

地
区
別
の
連
絡
会
議

３
　

よ
り
身
近
な
地
域
で
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
や
地
域

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
下
地
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
県

内
８
か
所
に
エ
リ
ア
分
け
し
て
、
地
区
別
の
連
絡
会
議
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、「
今
ま
で
あ
り
そ
う

で
無
か
っ
た
福
祉
分
野
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
で
き

た
。」、「
せ
っ
か
く

同
じ
地
域
に
あ
る

の
で
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
等
で
一
緒

に
事
業
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。」
等
の
声

も
聞
か
れ
、
具
体

的
な
動
き
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
の
地
域
貢

献
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
「
な
ん
で
も
福
祉
相
談
」

も
、
２
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
実

際
に
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
な
ん
で
も
福
祉
相
談
員
の

活
動
の
様
子
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

な
ん
で
も
福
祉
相
談

１
　

な
ん
で
も
福
祉
相
談
員
は
、
高
齢
者
、

障
害
者
、
児
童
、
社
協
等
、
様
々
な
福
祉

分
野
の
専
門
職
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
に
本
来
業
務
の
延
長
線
上
で
、
分
野
の

異
な
る
悩
み
や
関
連
す
る
各
種
相
談
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
相
談
員
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
地
域
の
役
に
立
て

る
よ
う
日
々
努
め
て
い
ま
す
。

研
修
会

２
　

研
修
会
で
は
、
テ
ー
マ
別
に
設
定
さ
れ
た
福
祉
の
ト
レ

ン
ド
や
現
場
で
役
立
つ
企
画
を
設
定
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
演
習
や
意
見
交
換
の
時
間
も
設
け
る
よ
う
に
し
、
参

加
者
同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

1

　「なんでも福祉相談」も、３年目
を迎えます。これからも引き続き、
地域住民の方々の困りごとに向き
合っていけるよう、体制整備を進め
ていきます。

面接技術について学ぶ相談員

桐生・みどり地区の会議の様子
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日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

～
事
業
実
施
体
制
が
変
わ
り
ま
す
～

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
を

開
催
し
ま
し
た

　

令
和
２
年
２
月
18
日
（
火
）
に
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
研
修
会
が
県
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
79
人
の
参
加
を
得
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
町
村
で
は
、
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
の
も
と
、
身
近
な
地

域
に
お
け
る
支
え
あ
い
の
仕
組
み
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
支
え
あ
い

活
動
の
推
進
を
図
る
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
市
町
村
担
当
者
が

集
ま
り
、
県
内
の
取
り
組
み
事
例
の

● 
全
市
町
村
社
協
実
施
方
式
へ
の

移
行
に
つ
い
て

　

群
馬
県
で
は
、
平
成
11
年
の
制
度
創

設
当
初
か
ら
基
幹
的
社
協
方
式
（
令
和

元
年
度
現
在
13
基
幹
で
35
市
町
村
を
支

援
）
で
し
た
が
、
令
和
２
～
４
年
度
に

か
け
て
、
35
市
町
村
社
協
そ
れ
ぞ
れ
が

本
事
業
の
業
務
を
実
施
す
る
全
市
町
村

社
協
実
施
方
式
へ
移
行
し
ま
す
。

　

移
行
す
る
理
由
は
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
包
括
的
な
支
援
体
制

の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
中
、
利
用
者
の

居
所
の
社
協
が
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
た

め
で
す
。

● 

利
用
料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

　

本
事
業
の
利
用
料
が
令
和
２
年
４

月
よ
り
１
時
間
１
、２
０
0
円
に
な
り

ま
す
。
利
用
料
は
、
主

に
生
活
支
援
員
（
事
業

に
関
わ
る
社
協
の
臨
時

職
員
）
の
賃
金
に
充
当

さ
れ
て
お
り
、
昨
今
の

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

の
た
め
、
利
用
料
の
引

き
上
げ
に
至
り
ま
し
た
。

共
有
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

榛
東
村
や
嬬
恋
村
か
ら
は
、
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
や
住
民
主
体

の
見
守
り
の
仕
組
み
、
共
生
型
の
居

場
所
等
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
今
回
の
研
修
会

で
得
た
情
報
を
地
元
の
取
り
組
み
に

活
か
し
た
い
と
の
感
想
が
多
く
あ
り
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
同
士
、

担
当
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
場
と
し
て
も
有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

2

3

T O P I C S  <<<<<<< 

　

認
知
症
高
齢
者
・
知
的
障
害

者
・
精
神
障
害
者
等
の
判
断
能

力
が
不
十
分
な
方
が
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や

日
常
的
な
金
銭
管
理
を
お
手
伝

い
す
る
事
業
で
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
と
は

情報交換の様子

実践報告

全市町村社協実施方式移行のイメージ

群馬県社協
※基幹的社協と
　業務委託契約

基幹的社協
（A市社協）

A 市居住の
利用者

基幹的社協の
管轄内の

B町居住の利用者

群馬県社協
※基幹的社協と
　業務委託契約

A 市社協 B 町社協

A市居住の
利用者

B 町居住の
利用者

Ｒ２～４年の
３ヶ年で移行

居所を管轄する基幹的社協が支援

利用料　※ １時間あたり
〜令和２年３月 1,000円
令和２年４月〜 1,200円

※ 非課税世帯・生活保護世帯には
　 助成があります
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� 

外
国
人
材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
も
と
も
と
、
ご
結
婚
等
で
日
本
国
籍
を

取
得
し
た
外
国
人
の
方
が
働
い
て
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
在
留
資
格
「
介
護
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
に
、
受
け
入
れ
に

向
け
て
す
ん
な
り
と
動
き
出
し
ま
し
た
。

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
に
つ
い
て
法
人
で

の
連
帯
保
証
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
資
金
面
の
支
援
や
、
住
ま
い
や
日
本

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
等
の
サ
ポ
ー
ト

も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
は
、
同
じ
Ｐ
Ａ
Ｚ 

Ｇｒｏｕｐ
の
群
馬

パ
ー
ス
大
学
福
祉
専
門
学
校
で
も
留
学
生

が
介
護
を
学
ん
で
い
て
、
合
計
５
人
の
方

を
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

�
 

一
緒
に
働
い
て
み
て
感
じ
る
こ
と
は
。

　

今
勤
務
し
て
い
る
２
人
は
学
生
時
代
か

ら
こ
こ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
の
で
、

利
用
者
さ
ん
と
も
す
ぐ
に
な
じ
み
ま
し
た

し
、職
場
に
自
然
に
と
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。

外
国
の
方
は
、
目
上
の
人
や
お
年
寄
り
を

（
バ
グ
ス
、
以
下
（
バ
））
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
す
。
最
初
は
何
も
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
先
輩
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
え
て
助
か
り
ま
し
た
。
介

護
の
仕
事
は
、「
あ
り
が
と
う
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
が
い
い
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
。

（
タ
リ
ク
、
以
下
（
タ
））
パ
キ
ス
タ

ン
で
す
。
専
門
用
語
は
難
し
い
で
す

が
、
先
輩
た
ち
に
相
談
し
た
り
し
て

教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

�
 

将
来
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

（
バ
）
こ
こ
で
働
き
始
め
て
１
年
く
ら

い
な
の
で
、ま
だ
ゆ
っ
く
り
考
え
ま
す
。

（
タ
）
自
分
の
国
に
は
介
護
の
施
設

が
な
い
の
で
、
帰
っ
た
ら
こ
う
い
う

施
設
を
作
り
た
い
で
す
。

敬
う
気
持
ち
が
強
い
の
で
、
こ
の
仕

事
に
と
て
も
向
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。気
配
り
や
優
し
い
声
か
け
な
ど
、

私
た
ち
が
見
習
う
べ
き
点
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
、

希
望
が
あ
れ
ば
支
援
や
受
け
入
れ

を
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

 �

施
設
と
し
て
は
、
ど
ん
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

行
政
関
連
の
手
続
き
は
や
は
り

１
人
で
は
難
し
い
の
で
、
職
員
が
同

行
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
個
人
的

に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
こ
と
が
難
し

い
こ
と
、
車
を
持
っ
て
い
な
い
方
が

多
い
こ
と
か
ら
、
近
く
の
寮
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宗
教
的

な
面
で
は
、
食
べ
物
や
お
祈
り
の
場

所
を
用
意
し
た
り
と
、
生
活
面
の

サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。
母
国
か

ら
離
れ
て
、
介
護
の
仕
事
を
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
働
い
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
で
、
私
た
ち
と
し
て
も
精

い
っ
ぱ
い
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

�
 

実
際
に
働
い
て
い
る
外
国
人
の

方
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

ご
出
身
と
、
日
本
の
介
護
の

現
場
で
働
い
た
感
想
は
。

　「一般社団法人群馬県手をつなぐ育成会」は知的障害児（者）の親、家族、
支援者の会です。知的障害者を正しく理解してもらい、誰もが地域で支えあい、
自分らしく安心して生きることができる「共生社会」の実現を目指してともに
手をつなぎ活動しています。今年度からは、「あんしんノート」を会員等に配布し、
県内各地で説明会を開催しています。親しか知らない子供の情報をノートに記
録しておくことで、いざという時にもその情報が支援者に引き継がれ、子供達
が周りの人々に支えられ安心して生活していけることをめざしています。同じ
境遇の仲間達がお互いを勇気づけ、相談支援や福祉充実のための要望活動を行
うとともに、各機関と連携を図り課題解決をサポートしていきます。

 一般社団法人群馬県手をつなぐ育成会

２
０
１
７
年
、在
留
資
格「
介
護
」が
創
設
さ
れ
、介
護
現
場
で
外
国

人
材
の
受
け
入
れ
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、法
人
保
証

の
制
度
等
を
活
用
し
て
人
材
確
保
の
取
り
組
み
を
進
め
る「
ヴ
ィ

ラ
ー
ジ
ュ
尾
瀬
」施
設
長
の
河
上
三
枝
子
さ
ん
と
、同
施
設
に
勤
務

す
る
バ
グ
ス
さ
ん
、タ
リ
ク
さ
ん
の
お
２
人
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

◆ 

Ｐ
Ａ
Ｚ 

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ

株
式
会
社
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ

介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム

ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
尾
瀬

代
表
取
締
役
・
施
設
長　

河
上
三
枝
子
さ
ん

助け合い、支え合う、県社協の仲間を紹介します

つながる
福祉

親なき後を考える講演会

あんしんノート説明会（前橋） 江村恵子会長

インタビュー

県 社 協 会 員 紹 介

バグスさん

職員
タリクさん

職員

河上 三枝子さん

代表取締役・施設長
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藤
岡
市
社
協
で
運
営
す
る
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
さ
く
ら
の
家
」
の
利
用
者
の
声
で
す
。

　「
僕
は
会
社
に
就
職
し
た
い
で
す
。
さ
く
ら
の
家

に
毎
日
通
い
、
働
く
体
力
が
つ
く
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
自
分
の
給
料
で
ゲ
ー
ム
を
買
い
た
い

で
す
。」

　「
さ
く
ら
の
家
に
来
る
と
皆
と
話
が
で
き
ま
す
。

一
生
懸
命
仕
事
を
す
れ
ば
、
自
分
の
こ
と
を
認
め

て
く
れ
ま
す
。
作
業
中
に
お
し
ゃ
べ
り
や
相
手
が

嫌
が
る
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
い
怒
ら
れ
ま
す
が
、

教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
役
に
立
っ
て
ま
す
。
さ

く
ら
の
家
に
来
て
働
く
の
は
、
給
料
の
た
め
だ
け

で
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。」

　
人
と
関
わ
り
な
が
ら
仕
事

や
余
暇
を
楽
し
み
生
活
し
た

い
な
ど
、
障
害
の
あ
る
方
の

思
い
を
伝
え
る
。
そ
の
た
め

に
地
域
・
人
の
つ
な
が
り
を

作
っ
て
い
く
こ
と
を
、
こ
の

事
業
を
通
し
て
私
達
は
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に

　
地
域
で
生
活
し
た
い

〜
障
が
い
者
支
援
の
取
り
組
み

社会福祉法人 藤岡市社会福祉協議会
藤岡市藤岡1485
藤岡市総合学習センター南棟１階
TEL　0274-22-5647
FAX　0274-22-6036

社協
レポート

まちの

各市町村社協の
取り組み、活動を
レポートします

編みカゴの製造販売

藤岡市社会福祉協議会
ホームページ

企業からの受託作業
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I N FORMAT ION

福祉バス「愛の募金号」 寄附の御礼
（平成31年４月～令和２年３月まで）

● 利用範囲

● 座席

● 対 象

● 費 用

● 運行日

講習会、研修会、スポーツおよびレクリエーション、
機能回復訓練、社会見学

普通席41席　補助席７席　ガイド１席
車イスを２台固定可能（車いす１台につき普通席４席使用）

心身の障害等により自力での移動が困難な者を優先する。
【本会会員、その他会長が認めた団体】

燃料費、有料道路・駐車料金等経費、宿泊の場合の乗務
員宿泊費

（本会が認めた、移動困難者の福祉向上を目的とした団体は燃
料費は免除します）

月曜～金曜日

　本会では県より委託を
受け、福祉バスを運行し
ています。（車イス用リ
フト付きです）
　障害者も利用できるバ
スを貸し出しすることに
より、移動困難者の福祉
の向上を図ります。

　４月より、運行業務をバス会社に委託することになりま
した。利用方法は、概ねこれまで通りですが、要領・様式
が一部変更となります。詳細はホームページでご案内いた
します。

お 知 ら せ

編集／発行
社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　http://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　令和２年３月31日

　2000年４月に始まった介護保険制度が、20年目を迎える。
　今では「介護」という言葉が一般的にもよく使われ、私たちの仕
事も「介護の仕事」と言われるようになった。しかし、私が就職し
た25年前頃、この仕事は、「福祉の仕事」と言われることが多かった
ような気がする。「福祉」という言葉には、「しあわせ」「幸福」といっ
た意味があり、私たちの仕事は、日々の「介護」を通じて、高齢者
の方々に、少しでも「しあわせ」や「幸福」を感じていただけるよ
うにすることである。私はこれからも誇りを持って、「福祉」という
言葉を大切に、仕事に励んでいきたい。

� 編集委員　県老人福祉施設協議会 理事

（特別養護老人ホーム エンジェルホーム 園長）吉川 幸二郎

あ と が き

■ 令和元年度　寄附金・寄附物品一覧（順不同）

寄贈元 金額または品名
コープこうべ
災害緊急支援基金運営委員会 様 500,000 円

一般社団法人
群馬県ゴルフ振興基金 様 200,000 円

（匿名） 5,000 円

㈱ファインステージ
ものまねキャラバン 代表
コロッケ 様

500,000 円

大阪府社会福祉協議会
（福祉活動救援資金） 100,000 円

兵庫県社会福祉協議会
（災害対策支援金） 200,000 円

公益社団法人
生命保険ファイナンシャル
アドバイザー協会　群馬県協会

30,000 円

タオル 2,278 枚

車椅子 ６台

群馬カラオケ連盟 様 車椅子 ５台

北関東雪印メグミルク協会 様 車椅子 ３台

群馬テレビ株式会社 様 テレビ ３台

　ご寄附いただきありがとうございました。
　皆様よりご寄附いただきました寄附金・寄附
物品につきましては、寄附の趣旨に基づき、社
会福祉推進のための事業等に活用させていただ
きます。
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